・就労支援部会準備会の事業報告（現状と課題）

１、就労支援部会準備会の目的と内容

みよし市に住んでいて就労を希望する障がい者の就労支援システム（企業開拓、職能評価、訓練（実習）、就職、定着支援等）を構築するために、「就労支援部会」を設置予定。設置にあたり、福祉サイドとして障がい者の就労に対する知識や意識改革が必要。まずは「就労支援部会準備会」を設置し、「就労支援部会」設置に向けての検討・協議を行っている。

２、みよし市で障がい者の就労支援を行うにあたっての課題について（～４月）
　平成２１年度の取り組みの中で見えてきた課題を整理し、それらの定義を就労支援部会準備会参加機関で共有した（以下９点）。

① 就労支援知識のある相談員の確保

② 相談支援窓口の周知
③ 就労移行支援事業所を増やす

④ ハローワークとの連携の必要性

⑤ ジョブコーチの確保

⑥ 職場開拓員の確保

⑦ 障がい者就労の啓発活動

⑧ 障がい者雇用の実態把握

⑨ 就労を希望する人の実態把握（アンケートなど）

これらの課題はすぐに解決するものではなく、長期的な視点で解決に向けて考えていかなければならないが、就労支援部会準備会としてこれらの課題解決に向けて検討し、企画・実行した取り組みを順に紹介する。

３、『西三河北部障がい者就業・生活支援センター』の参入（５月～）
　平成１６年から豊田市で障がい者の就労支援を行ってきた「豊田市障がい者就労・生活支援センター」が、就業・生活支援センターの委託を受け、平成２２年４月１日からみよし市も対象エリアとして就労支援を展開してくれることとなった（名称『西三河北部障がい者就業・生活支援センター』。以下、「『就業センター』」。）。スタッフは、主任就労支援員と就労支援員（ジョブコーチ）、生活支援員の３人で、市内関係機関と連携をとりながら、みよし市に住む障がい者の就労支援を行ってくれている。
～みよし市の支援実績～
	登録
	６名
	相談（延べ）
	１１７件
	就労
	１名


　また、５月から就労支援部会準備会に参入し、みよし市における障がい者の就労支援システム構築に向けての検討にも加わってくれている。
４、みよし市障がい者就労支援員養成事業開始（６月～）
　上で述べたみよし市の課題①、⑤、⑥に対応する策として、また、『就業センター』と市内機関の障がい者の就労支援に対する認識を近づけるために、市として「障がい者就労支援員養成事業」を開始。就労支援部会準備会参加機関のスタッフが、『就業センター』の就労支援の場に同席・同行させてもらい、支援現場を肌で感じてもらうとともに、『就業センター』スタッフからレクチャーを受け、各々の質の向上を図る。具体的には就労面接の同席、ジョブコーチ支援の同行など。月数件のペースで支援に同席・同行させてもらっており、参加したスタッフには報告書を出してもらい、振り返りの機会も設けている。
５、障がい者の就労支援を行うにあたってのフロー完成（７月～）
　上で述べたみよし市の課題①、②、④に対応する策として、また、市内経済団体に就労支援部会へ参入してもらうなど協力をお願いする際にも、相談窓口が決まっていなければ依頼にも行けないということで、みよし市で障がい者の就労支援フローを作成した。（フロー図別紙３）

実際に、このフローのとおりに就労支援が展開されたケースも２件程度あるが、必ずしもこのフロー通りでなければいけないということもなく、ケースに合わせて柔軟に対応している。
６、就労支援部会設置に向けた具体的な検討（８月～）
　みよし市における障がい者の就労支援の課題、『就業センター』の参入、フロー完成と準備が進む中、いよいよ経済団体等の協力も得ながらみよし市に住む障がい者の就労支援を考える時期に来たのではという関係機関共通の思いから、就労支援部会設置に向けた具体的な動きを検討。部会設置に向けた中心メンバーを選抜し、タイムスケジュールを組んで進めていく。
就労支援部会設置のタイムスケジュール

	時期
	H22.７
	H22.8～11
	H22.12～H23.3

	参加機関
	準備会
	準備会
	準備会
	部会設置
	準備会（継続）～部会

	内容
	フロー検討
窓口・方向性決定
	経済団体への参加依頼

内容検討

日程調整
	経済団体へ参加依頼
	ハローワークなどにも参加してもらう
	経済団体も加わり実態把握方法の検討
	ヒアリング等実施・結果分析


７、障がい者就労相談日の設置、障がい者身だしなみ講座開催（９月～）
　上で述べたみよし市の課題①、②、⑨に対応する策として、また、フローの中にも位置付けられている障がい者就労相談日を毎月第３木曜日と設定し、みよし市社会福祉協議会相談室で開始。対応は『就業センター』スタッフ、市内相談支援事業所相談員など。まだ周知できておらず、初回は相談がなかったが、今後は新たな資源として期待できる。

　上で述べたみよし市の課題⑦に対応する策として、（NPO）全国福祉理美容師養成協会の協力を得て、自立支援協議会主催で障がい者身だしなみ講座を開催。市内事業所に通う方々の身だしなみに関する意識を変えるきっかけとしてもらうとともに、保護者、支援者も身だしなみ支援の重要さに気づかせてもらった。
８、就労支援部会準備会の課題と今後の方向性

◎課題（実態把握、企業開拓、人材育成）について

（１）経済団体との協調

　・経済団体（商工会、工業経済会）に就労支援部会への参加を依頼

　　依頼に行くときに、就労支援部会の目的、現在のフロー（相談窓口）、就業支援センターの役割などを説明。依頼訪問は中心メンバーで行う。

（２）実態把握の方法の検討

　・経済団体も交えての話し合い

　　経済団体に部会に参加してもらってから、意見を伺う。

　　例）障がい者雇用の実績のある企業のリストアップ

　　　　準備会参加機関などが持つ企業の情報収集

　　　　障がい者雇用に熱心な企業４～５社に対し、ヒアリングの実施

	（課題と方向性）

· 商工会、工業経済会の役割を知る必要あり。協議会側として何を求めるか、どの程度協力してもらえるのか、やってもらいたいことはなんなのか…など。

· みよし市の障がい者の就労支援の仕組みに組み込んでいく必要がある。

→役割を持ってもらえる（動いてもらえる）ようにしていければよい。


・福祉施設を利用している人の状況把握

　　（現在、施設を利用している障がい者で）企業就労を希望する人の実態を把握するため、市内各事業所の現状を聞く。（わらび福祉園、サンタ村、しおみの丘）

	（課題と方向性）

· 市内各事業所が持つ障がい者の企業就労についての認識にズレがある。

→認識のズレを修正するため、各事業所に再度、ヒアリングを実施。ヒアリングの基礎資料は豊田市で行ったものを参考にさせてもらう。


（３）企業開拓の方法の検討

· 就業センターが持っている情報の活用

· ケース支援を通じての開拓

· ハローワークとの連携

	（課題と方向性）

· みよし市にはハローワークがない中でどのように連携していくべきか。

· 就労支援部会の参加各機関とハローワークで、それぞれが役割を持ち、チーム支援がやれるとよい。

→方法の検討は必要。


（４）人材育成の方法の検討

· みよし市障がい者就労支援員養成事業の活用。

· 準備会の場を利用して事例を用いたレクチャー（就業センターより）。

· 障がい者就労相談日に就業センタースタッフの面談をＯＪＴで学ぶ。

	（課題と方向性）

· 各事業所、就労支援に携わる者、相談支援員それぞれが、力量不足を感じている。今後もいろんな機会を通じて質を高めていく。

→そうしないと、就労支援部会、就労支援フローも機能しない。


◎今後の方向性～まずは関係機関が共通認識を持つこと
まずは就労支援部会参加機関で、みよし市において障がい者の就労支援を行ううえでの意識や課題など、共通認識を持つことが重要。そのために、顔を合わせて話し合うことが必要。
９月２９日（水）に『就業センター』連絡会議が開かれ、西三河北部圏域の障がい者の就労関係機関が多数集まった。そのような場に顔を出し、みよし市の取り組みを積極的にPRしていく。






